
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇
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〇
総
務
省
告
示
第
三
百
二
十
一
号

市
の
境
界
変
更

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
茨
城
県
筑
西
市
と
桜
川

市
と
の
境
界
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
、
茨
城
県
知
事

か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
一
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
四
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

筑
西
市
に
編
入
す
る
区
域

桜
川
市
真
壁
町
大
字
源
法
寺
字
神
田
三
〇
三
の
三
、
三

二
〇
の
二
、
三
二
一
の
二
、
三
二
二
の
二
、
四
七
六
の
五

か
ら
四
七
六
の
七
ま
で
、
四
七
七
、
四
七
八
、
四
七
九
の

二
、
四
九
二
の
二
、
四
九
四
、
四
九
五
の
三
か
ら
四
九
五

の
五
ま
で
、
字
沖
田
四
八
八
の
三
、
四
九
〇
の
二
、
四
九

一
の
二
、
四
九
三
の
一
か
ら
四
九
三
の
三
ま
で
、
四
九
三

の
八
、
七
二
九
の
四
、
七
三
〇
の
二
、
七
三
〇
の
四
、
七

三
一
の
一
、
七
三
五
の
一
、
七
三
六
の
三
、七
三
七
の
二
、

七
三
七
の
四
、
七
三
八
の
一
、
七
五
四
の
一
、
七
五
五
の

二
、
八
四
八
の
二
、
八
四
九
の
五
、
八
八
〇
の
二
、
八
八

一
の
二
、
八
八
一
の
三
、
八
八
二
の
三
、
八
八
二
の
四
、

八
八
四
の
二
、
八
八
八
の
二
、
八
八
九
の
二
、
八
九
三
の

三
、
八
九
五
の
一
、
八
九
六
の
三
、
八
九
七
の
一
、
八
九

八
、
八
九
九
の
一
か
ら
八
九
九
の
五
ま
で
、九
〇
〇
の
一
、

九
〇
〇
の
二
、
九
〇
一
の
一
、
九
〇
一
の
三
、
九
〇
二
の

一
、
九
〇
二
の
三
、
九
〇
三
の
一
、
九
〇
三
の
五
、
九
〇

五
の
二
、
九
〇
七
の
二
、
九
〇
八
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区

域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部

桜
川
市
に
編
入
す
る
区
域

筑
西
市
大
字
上
西
郷
谷
字
達
摩
二
の
一
、
三
の
一
、
一

五
か
ら
一
九
ま
で
、
二
〇
の
一
、
二
一
の
一
、二
七
の
一
、

二
八
の
一
、
二
九
の
一
、
三
一
の
一
、
三
二
の
一
、
字
根

ノ
下
三
九
の
一
、
四
〇
の
一
、
四
一
の
一
、
四
二
の
一
、

四
三
の
一
、
四
四
、
四
八
、
四
九
、
五
〇
の
一
、
五
一
の

一
、
五
二
の
一
、
五
二
の
二
、
五
四
の
一
、
五
五
の
一
、

五
六
の
一
、
字
光
御
堂
八
八
の
一
、
八
九
の
一
、
九
〇
の

一
、
九
一
の
一
、
九
二
の
一
、
九
三
の
一
、
九
四
の
一
、

九
五
の
一
、
九
六
の
一
、
九
七
の
一
、
九
八
の
一
、
一
〇

〇
の
一
、
一
〇
二
の
一
、
一
〇
二
の
二
、
一
〇
三
、
一
〇

四
の
一
、
一
〇
四
の
二
、
一
九
一
の
一
か
ら
一
九
一
の
四

ま
で
、
一
九
二
の
一
、
一
九
四
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
四
十
八
号

和
歌
山
市
役
所
保
存
の
次
の
原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し

た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲

げ
る
者
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日
ま
で
に
、
同

市
長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
原
戸
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、

申
請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載

を
要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に

申
し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
原
戸
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
原
戸
籍

に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

現
に
所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
和
歌
山
市
役
所
又
は
和
歌
山
地
方
法
務
局
に
照
会

す
る
こ
と
。

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
四
日

法
務
大
臣

滝

実

和
歌
山
市
今
福
二
百
二
十
五
番
地

山
本
彦
太
郎

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
四
十
七
号

山
形
県
最
上
郡
真
室
川
町
役
場
保
存
の
次
の
除
籍
の
一

部
が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
四
日

法
務
大
臣

滝

実

山
形
県
最
上
郡
安
楽
城
村
大
字
差
首
鍋
六
百
五
十
五
番

地

¤
藤
袈
裟
五
郎

〔
告

示
〕

〇
市
の
境
界
変
更
の
件
（
総
務
三
二
一
）

J

〇
除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
三
四
七
）

〇
原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

（
同
三
四
八
）

〇
国
債
証
券
買
入
銷
却
法
第
一
条
の
規
定
に

よ
る
国
債
の
買
入
消
却
に
関
す
る
件

（
財
務
二
八
〇
〜
二
八
二
）

K

〇
強
制
執
行
、
仮
差
押
え
及
び
仮
処
分
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
海
外
の
美
術
品
等
を

指
定
す
る
件
（
文
部
科
学
一
一
九
）

M

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
二
一
一
五
〜
二
一
一
八
）

N

〇
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（
国
土
交
通
九
二
一
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
同
九
二
二
）

O

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
と
と

も
に
、
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（
同
九
二
三
）

〇
旅
行
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
登
録
事
項
の

変
更
の
件
（
観
光
庁
一
〇
、
一
一
）

P

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
一
三
一
、
一
三
二
）

〔
国
会
事
項
〕

Q

〔
人
事
異
動
〕

国
家
公
安
委
員
会

警
察
庁

外
務
省

Q

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

Q

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁前

払
式
支
払
手
段
発
行
者
の
発
行
保
証
金

に
係
る
配
当
表
関
係

R

裁
判
所

相
続
、
失
踪
、
破
産
、
免
責
、特
別
清
算
、

再
生
関
係

会
社
そ
の
他

K
N

˜
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